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具体的支援内容
③

①専門的知見の提供

②委員会への学識としての参画②委員会への学識としての参画

③合意形成の支援

④代替案の提示と計画実装従事

④①



復興の作業



復興制度と浸水想定ライン



地域による復興のタイプ１

①低地かさ上げ中心型 ③高台移転中心型①低 げ中

②現地建て替え中心型 ④内陸移転中心型



1.土地を守る命を守る
防潮堤の建設と避難

4.活力ある社会の基点づくり
公共施設の再生（復旧対復興）

2.安全で良質な居住地を求めて
高台移転（防災集団移転促進事業）高台移転（防災集団移転促進事業）

漁業六次化拠

代ヶ崎浜立花地区
（ＲＣ造、計36戸整備予定）3. 安心で安全な住まいづく

り 災害復興公営住宅の建設
5. 未来をデザインする : 

低平地の活用 開発 漁業六次化拠
点の整備

吉田浜地区
（木造、計10戸
整備予定）

り 災害復興公営住宅の建設低平地の活用・開発

農地の再生

砂浜の再生

緑豊かな防潮
林の整備

花渕浜地区
（ＲＣ造、64戸整備予定）

砂浜の再生

漁港の再生

松ヶ浜地区
（木造、計50戸整備予定）

菖蒲田浜地区
（ＲＣ造、90戸整備予
定）



２–２ ライン

高台移転：2-2ルールとは

まちづくりエリア
L2津波で２ｍ以上浸水しないと思
われる所を選んでまちづくりする。

災害危険
区域

（居住禁止）

L1 津波想定高▽
L2 津波想定高▽ 2m

２–２ ライン

狭く、山がちな
広大な

2mL2 津波想定高▽

狭く、山がちな
まちづくりエリア災害危険区域

（居住禁止）

L1 津波想定高△

津波想定高▽



高台移転：土木エンジニア案と建築家案
石巻市牡鹿半島A浜

監修：小嶋一浩＋Y-GSA

©Kojima studio./Archi Aid

土木コンサルタント 建築家(小嶋一浩＋Y-GSA)



公共施設の再生：復旧（復旧事業）と復興（復興交付金事業）

公共施設 公共施設 公共施設
災害発生 復 興 ?

地域社会 地域社会 地域社会

復旧 復興
発災前の状況に復元 地域のポテンシャルを再生定義

所轄官庁との調整 復興庁との調整必要
現状復旧の条件を満たせば 通常機能では認められない
予算措置可能 防災機能の解釈必要

予算
措置

予算措置可能 防災機能の解釈必要

発災前の状況に縛られる 発災前の状況とは区分設計
条件工夫の余地はあまりない 解釈によっては工夫が可能条件



復興公営住宅：コミュニティに配慮した住まい



復興公営住宅：リビング・アクセス型住宅の事例

プライバシー問題を緩和

→空間的調整、社会的交流の調整を行なう空間の設定

①住戸前通路ではなく、縦通路で住棟を接続。①住戸前通路ではなく、縦通路で住棟を接続。
②専有のベランダを緩衝帯として確保。

Second floor plan 仙台市営荒井住宅：設計 阿部仁史＋小野田泰明＋阿部仁史アトリエ



リビング・アクセス型住宅での生活の変化

住戸の一番奥のベランダで行
なっていた趣味の園芸を転居なっていた趣味の園芸を転居
後南庭に移し、通路を通る知
人に声をかけるきっかけに。

【出典】小野田泰明・北野央：開いた公営住宅, 現代集合住宅のリ・デザイン, 日
本建築学会編, 彰国社, pp58‐59, 2010年9月



プロポーザルコンペによる設計者の選定

難しいリビングアクセスを成功させるために

プ ポ ザル ン による設計者の選定

災害公営住宅の設計には、住民との密接なコミュニケーションが必要

地元に寄り添いながら、設計を進めることができる設計者を
プ ポ ザ 定

住 プ ポ ザ

プロポーザルコンペにより選定

七ヶ浜町災害公営住宅設計候補者選定簡易プロポーザル
業務:七ヶ浜町災害公営住宅各地区の基本設計及び実施
設計業務等

対象地 造 地 地対象地区:⽊造２地区、RC４地区

提案内容:参加者の負担軽減のため、⽊造で計画して い
る松ヶ浜地区、RC 造で計画している菖蒲⽥浜地区の 2
地 対象 提案地区を対象として提案

⽇程:
平成24年6⽉18⽇=募集要領通知

成 年 ⽉ 次審査 書類審査平成 24年7⽉25⽇=⼀次審査(書類審査)
平成24年7 ⽉ 30 ⽇=⼆次審査(プレゼンテーション)
平成 24 年8⽉3⽇=最終結果通知



計画実装

住民参加型
ワークショップ

代ヶ崎浜復興公営住宅
設計：松本純一郎建築設計事務所

模型による
詳細な検討

花渕浜復興公営住宅
設計：関・空間設計

菖蒲田浜復興公営住宅
設計：阿部仁史アトリエ



Ｉ市復興住宅ＷＧ
（2014年3月5日）資料より

復興事業における課題１復興事業における課題
復興事業と都市構造

絡 合 き き複雑に絡み合う事業は生き生きとした
都市を再生できるのか？



復興事業における課題２復興事業における課題２
居住環境と福祉

待ちうける大規模な環境移行を健康で
健やかなものに出来るのか？

移行後の人口構成の急激な変化を如
何に受け止めるか？

Ｉ市復興住宅ＷＧ
（2014年3月5日）資料より
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Ｉ市復興住宅ＷＧ
（2014年3月5日）資料より

復興事業における課題３復興事業における課題３
生産とストック

急騰する建設費、疲弊する地域生産力
、そして膨れ上がる公物？



組織運用の課題

復興事業における課題4復興事業における課題
復興組織の運営

複雑な業務を かに統合するか複雑な業務をいかに統合するか、
適切な合意形成、

質の高い環境の実現には何が必要か


